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広
大
な
宇
宙
に
無
数
の
銀
河
系
が
存
在
し
、
そ
の
一
つ
の
銀
河
に
無
数
の
太
陽
系
が
存
在
し
、
そ
の
一
つ
の
太
陽
系
の
第
三
惑
星

「
地
球
」
に
存
在
す
る
「
人
類
」
の
各
々
が
、
全
生
命
体
の
代
表
的
存
在
で
あ
る
事
に
間
違
い
は
な
い
。

地
球
上
の
知
的
生
命
体
の
中
で
、
物
質
的
存
在
を
成
立
さ
せ
て
い
る
「
見
え
ざ
る
実
在
」
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
、
英
知
レ
ベ
ル

を
向
上
さ
せ
て
い
る
「
グ
ル
ー
プ
」
が
存
在
す
る
事
は
、
知
っ
て
い
る
方
々
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

人
類
史
上
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
「
グ
ル
ー
プ
」
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
こ
の
「
見
え
ざ
る
実
在
」
に
恩
恵
を
受
け
た
人
々
で
す
。

特
殊
又
は
特
別
、
異
種
、
ク
レ
ー
ジ
ー
と
さ
れ
て
き
た
「
進
人
類
」
だ
と
和
多
志
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

通
常
の
人
間
は
、
常
識
的
な
手
段
に
よ
り
必
要
な
情
報
を
手
に
入
れ
る
為
に
「
五
感
」
を
通
じ
て
情
報
を
入
手
し
ま
す
が
、
こ
の

「
進
人
類
グ
ル
ー
プ
」
は
、「channeling

チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
」
と
い
う
方
法
を
活
用
す
る
事
が
多
い
の
で
す
。
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ 

と
は
、

常
識
的
な
通
信
手
段
で
は
情
報
を
や
り
と
り
出
来
な
い
よ
う
な
相
手
（
何
か
高
次
の
存
在
・
死
者＜

霊
界
人＞

・
未
来
人
・
地
球
外

知
的
生
命
体
な
ど
）
か
ら
、
特
別
な
能
力
に
よ
っ
て
情
報
を
交
信
す
る
事
で
す
。

チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
を
行
う
媒
介
者
を
チ
ャ
ネ
ラ
ー
と
呼
び
ま
す
。
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
一
種
で
も
あ
る
よ
う
で
す
。
古
代
の
多
く
の

聖
典
と
呼
ば
れ
る
書
物
は
、
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
は
瞑
想
状
態
、
い
わ
ゆ
る
変
性
意
識
状
態
で
行
う
事
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ
は
限
定
条
件
で
は
な
く
、
ま
れ
に

通
常
の
意
識
状
態
で
も
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
特
に
バ
シ
ャ
ー
ル
や
神
と
の
対
話
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

を
行
う
人
物
と
し
て
エ
ド
ガ
ー
・
ケ
イ
シ
ー
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

19
世
紀
か
ら
20
世
紀
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
に
西
洋
諸
国
に
普
及
し
た
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
で
は
、
シ
ル
バ
ー
バ
ー
チ
・

ホ
ワ
イ
ト
イ
グ
ー
ル
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
チ
ャ
ネ
ラ
ー
と
し
て
、
モ
ー
リ
ス
・
バ
ー
バ
ネ
ル
、
グ
レ
ー
ス
・
ク
ッ
ク
な
ど
が
存
在

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
超
常
現
象
に
関
す
る
研
究
は
日
本
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
代
科
学
の
立
場
か
ら
の
視
点
で
は
、
疑
似
科
学

と
し
て
し
か
扱
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
日
本
の
科
学
は
目
に
見
え
る
物
が
中
心
の
論
理
体
系
な
の
で
す
。
英
文
で
は Psi 
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第一章　自分を支えている実在
Science 

と
表
記
し
ま
す
が
、
日
本
サ
イ
科
学
会
名
誉
会
長
で
あ
っ
た
電
気
通
信
大
学
名
誉
教
授
、
関
英
男
博
士
が
提
唱
し
た
も
の

で
す
。

事
業
内
容
は
、「
毎
日
の
生
活
の
多
忙
さ
や
そ
の
他
の
理
由
の
為
に
、
社
会
的
な
評
価
を
受
け
る
間
も
な
く
、
消
滅
の
危
機
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
多
種
多
様
な
文
化
的
・
社
会
的
な
貴
重
資
料
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
事
が
、
今
、
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

日
本
サ
イ
科
学
会
で
は
、
事
業
と
し
て
そ
れ
ら
を
記
録
・
保
存
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
）
す
る
事
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
と
り
わ
け

重
要
・
貴
重
事
実
の
記
録
・
保
存
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
）
に
関
し
、
奇
跡
類
似
の
重
要
・
貴
重
事
項
の
所
在
や
保
存
状
況
（
紹
介
者
）

等
の
現
状
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
記
録
・
保
存
す
る
計
画
で
す
。

１
）	

目
的
・
趣
旨

（
１
）
人
々
は
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る
権
利
を
も
っ
て
お
り
ま
す
が
、
高
齢
社
会
の
到
来
に
伴
っ
て
、
最
近

の
成
熟
し
た
社
会
で
は
、
残
念
な
事
に
生
活
習
慣
病
な
ど
の
患
者
が
次
第
に
増
え
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
日
本

国
内
の
場
合
を
見
る
と
、
平
成
十
六
年
度
（
二
〇
〇
四
年
）
の
国
の
年
間
総
予
算
約
八
十
二
兆
円
の
約
三
六
％
強
に
当
た
る

三
十
兆
円
も
の
国
民
総
医
療
費
の
支
出
が
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
２
）
科
学
の
進
歩
と
と
も
に
西
洋
医
学
も
進
歩
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
患
者
は
増
え
続
け
て
お
り
ま
す
。
そ

こ
で
反
省
と
し
て
伝
統
医
学
や
、
西
洋
医
学
と
伝
統
医
学
を
統
合
し
た
統
合
医
学
が
次
第
、
次
第
に
注
目
さ
れ
始
め
て
い
る

様
子
で
あ
り
ま
す
。

（
３
）
伝
統
医
学
の
基
本
概
念
は
「
患
者
の
自
然
治
癒
力
を
増
し
免
疫
力
を
高
め
る
事
に
あ
る
」
と
判
断
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
事
の
根
底
に
は
気
（
サ
イ
）
の
存
在
の
有
無
と
、
サ
イ
や
気
を
ど
の
よ
う
に
制
御
し
た
ら
良
い
か
と
い
う
問
題
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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（
４
）
医
学
関
係
以
外
で
サ
イ
や
気
を
制
御
す
る
も
の
に
念
力
（
Ｐ
Ｋ
）
や
超
感
覚
（
Ｅ
Ｓ
Ｐ
）
等
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
５
）
超
常
現
象
と
し
て
の
念
力
や
超
感
覚
等
は
宗
教
上
の
奇
跡
と
思
え
る
様
な
不
思
議
な
現
象
で
あ
り
、
ま
れ
に
し
か
生
起
し
て

こ
な
い
の
で
、
歴
史
が
示
す
様
に
、
原
因
や
状
況
は
未
解
決
の
ま
ま
に
次
第
に
忘
れ
去
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
り
、
貴
重
な

資
料
も
紛
失
さ
れ
て
し
ま
う
の
が
通
常
で
あ
り
ま
し
た
。

（
６
）
高
齢
化
社
会
に
生
き
る
人
々
の
健
康
維
持
を
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る
為
に
、
忘
れ
ら
れ
た
現
象

と
紛
失
さ
れ
た
資
料
は
、
極
め
て
重
要
な
情
報
や
解
決
の
糸
口
を
提
供
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
現
在
、
僅

か
に
残
存
す
る
資
料
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
、
記
録
・
保
管
す
る
事
に
し
た
い
。
次
に
、
誰
が
ど
の
よ
う
に
記
録
・
保
管

し
た
ら
良
い
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
提
案
い
た
し
ま
す
。

（
７
）
日
本
サ
イ
科
学
会
は
、
超
感
覚
や
念
力
現
象
等
を
介
し
て
、
サ
イ
や
気
の
制
御
と
機
能
の
調
査
研
究
と
啓
蒙
を
主
目
的
に

３
０
年
近
く
の
間
活
躍
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
会
の
新
事
業
と
し
て
、
以
上
の
情
報
・
記
事
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
保

存
す
る
事
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
目
に
見
え
な
い
「
現
象
」
を
研
究
し
て
い
く
事
は
、
本
来
人
類
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
誤
解
が

な
い
よ
う
に
和
多
志
は
こ
の
学
会
と
は
何
の
関
係
も
な
い
事
を
付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。

チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
、
つ
ま
り
「
導
き
」
と
い
う
現
象
は
、
あ
く
ま
で
も
主
観
で
あ
り
、
客
観
的
な
観
察
が
困
難
な
為
、
そ
の
内
容
を

検
証
す
る
以
外
に
確
認
す
る
方
法
は
な
い
の
で
す
。
そ
れ
が
、
確
認
不
可
能
で
あ
れ
ば
「
個
の
意
識
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
解
釈
す

る
以
外
に
な
い
の
で
す
。

宇
宙
の
法
則
は
普
遍
的
で
あ
る
事
を
考
え
る
と
、
時
代
を
進
化
へ
向
か
わ
せ
る
「
普
遍
性
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
の
具
体
性
」
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
の
で
す
。
和
多
志
も
講
演
中
や
研
究
の
途
上
で
、
自
分
の
知
り
た
い
内
容
が
突
然
脳
内
に
浮
か
び
上
が
る
と
い
う
「
直

感
的
現
象
」
が
か
な
り
頻
繁
に
起
こ
り
ま
す
。
個
人
の
事
象
か
ら
宇
宙
の
構
造
真
理
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
デ
ー
タ
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー


